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狭山市立入間川小学校　　　　　
　　　　　　

　 ※　
※

評価 説明

1 学校の重点目標が明確である。（保1） A

2 児童は、学校生活が楽しいと感じている。（保10） B

3
教職員は、協力して教育活動に取り組んでいる。
（教運営③）

A

4 清掃が行き届き、学校がきれいである。（保15） A

5
学校の施設・設備は安全に管理されている。（保
16）

A

6
教師は、児童が興味関心のもてる授業、わかりや
すい授業を実施している。（保11）

C

7
児童は、落ち着いて学習に取り組んでいる。（保
13）

C

8
児童は、基礎的基本的な学力を身につけている。
（教学力①）

A

9 児童は、家庭学習の習慣を身につけている。（管） C

10
児童は、英語活動をとおして積極的にコミュニケー
ションを図ろうとしている。（管）

B

11 児童は、進んであいさつをしている。（教心②） C

12 児童は、場に応じた言葉遣いができている。（管） B

13 児童は、時間を守って生活している。（保12）

14 児童は、きまりを守って生活している。（保12）

15
教師は、自ら手本となり、規範意識を高めている。
（保9）

B

16 学校は、児童の体力を高めている。（教体力①） A

17
児童は、体育や外遊びに意欲的に取り組んでい
る。（教体力②）

A

18 児童は、健康を意識した生活をしている。（管） B

19
学校は、教育活動に関する様々な情報を積極的
に提供している。（保3）

A

20
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教育活動
を行っている。（保4）

A

地
域
と
の
連
携

・保護者の評価は高い。
　今年度はスクリレの配信を導
入し、教育情報をより伝えやす
くなった。欠席連絡も望まれて
おり、検討している。

・多くの保護者や地域の方が協力
してくださる様子を見て、とても恵ま
れていると感じます。これを継続す
るために先生方が負担を感じない
範囲で考える必要がある。

規
律
あ
る
態
度

・教職員によると、あいさつの
評価は低く、例年の課題であ
る。大人が手本となることや家
庭との連携を強めていく。
・教職員によると、「朝会などの
児童の態度が気になる」記述
が見られるが、一年を通じて規
律は向上傾向にあると感じて
いる。
・保護者によると、2.1→2.5に
上昇した。校内でも学習規律
の徹底が学力の向上に貢献し
た実感がある。

・下駄箱がいつも見ても整然として
いることが、とても素晴らしいです。
入間川中の下駄箱も整然としてい
たので、小学校のよい習慣が中学
生になっても維持されていることに
感心しました。
・学校を訪問した際、元気な挨拶を
してもらっています。全般的に規律
ある生活が送れていると思いま
す。
・挨拶はできていると感じる。むしろ
教員の方が少ない。安全のために
も外部者の挨拶をすすんでして欲
しい。

B

健
康
・
体
力

・保護者による評価は高いが、
新体力テストの結果によると、
コロナ禍の体力の低下が懸念
される。
・健康を意識した生活ができて
いるが、今年度は学級閉鎖が
多かった。

・学級閉鎖では学習の進め方で先
生方に負荷がかかるように思いま
す。余裕のある態勢を組んでほし
いと思います。
・学力も日常生活も健康な体が
あってこそなので、引き続き体力向
上や健康教育の指導をお願いしま
す。

学
校
運
営
全
般

・保護者、教職員共に評価が
高い領域である。
・教職員評価では、「何かが起
こった時に、助けていただける
環境」「職員の欠員がなくなら
ない中、全員の先生方で協力
し合って頑張っている」という記
述がみられる。
・清掃は高く評価されている。
・施設管理も高く評価されてい
る。

・教室に入れない児童を先生方が
交代で、別室で指導されていること
を知り、頭が下がります。しかし本
来なら自分のクラスで手一杯のは
ずです。余裕ある人員で接すること
ができるようお願いします。
・先生方で協力し合い、尊重し合
い、児童のことを思って教育をして
頂いていることに敬服いたします。
・職員の欠員がある状況下で、全
職員が協力しながら学校の重点目
標に向かって努力されていることが
分かります。

学
習

・保護者、教職員で評価が分
かれる領域である。
・学力はここ数年向上傾向に
あり、今年度はついに456年で
県平均を上回った。
　教職員評価では評価されて
いるが、保護者にはまだ実感
が伴っていない。
・家庭学習を習慣化させ、さら
なる向上を目指す。
・児童は英語が好きであり、活
発な授業展開がみられる。

・学力が向上傾向にあるのは、先
生方のきめ細かい指導の成果だと
感じます。
・総合学習の名人さんでは一人で
学習する児童が心配でしたが、そ
んな思いをさせない指導をされてい
ることがわかりました。
・家庭学習が未提出の児童が気に
なる。言葉がけや家庭との連携を
進めてはいかがでしょうか。
・学習が遅れがちな子が、少しでも
理解できることを増やして卒業でき
たらといいと思います。

領
域
番
号

評価項目
自己評価 学校関係者評価委員から

評価（文章表記）

自己評価は、保護者アンケート（保）を中心に、A+Bを評価として示す。また、アンケートが対応しない項目は、
教職員評価（教）や管理職の評価（管）による。
　Ａ：よくできている。　　（90%以上）　　Ｂ：概ねできている。　　（85%以上）
　Ｃ：あまりできていない。（70%以上）　　Ｄ：できていない。　　　（70%未満）

令和5年度　狭山市立入間川小学校　学校関係者評価表
学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。


